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－ 1 － 
企業コンプライアンスにおける PDCA サイクル 





コンプライアンスの 3 つを「GRC」と称して健全な企業経営を支える 3 要素だとする考え
方が一般化するとともに、企業コンプライアンスのあり方が改めて問われている。 
本稿では、本邦メガバンクグループでコンプライアンス統括部長を務めた筆者の実務経
験に照らしながら、企業コンプライアンスにおける PDCA サイクル、特にそのうちの Plan












                                                          
1 髙（2010b）p.55。 












－ 2 － 
範逸脱リスク」もコントロールすることが必要である（図表 1 参照）。 
 



















PDCA とは、Plan ステップ（計画）－Do ステップ（実行）－Check ステップ（評価）－
Act ステップ（改善行動）のプロセスを順に繰り返すマネジメント手法である。P－D－C
－A を円（サークル）でつないで図示されることが多いが、これは誤解を招く描き方であ




                                                          
2 日本版スチュワードシップ・コードに関する有識者検討会「『責任ある機関投資家』の諸原則≪日
本版スチュワードシップ・コード≫」（2014 年 2 月 26 日）p.1。 
－ 3 － 
以下、企業のコンプライアンス活動の具体的な進め方として、PDCA サイクルの各ステッ
プのうち、Plan ステップ（計画）と Do ステップ（実行）について詳述することとする。
なお、Check ステップ（評価）と Act ステップ（改善行動）に関しては、筆者はすでに別
稿（渡邊（2016））において論じているので、そちらを参照されたい。 
 
４ コンプライアンス活動の Plan（計画） 
 
まず Plan ステップ（計画）であるが、これは「コンプライアンス文書の作成」と「コン




 図表 2 は、コンプライアンス文書の体系の例である。 
 




















－ 4 － 
「コンプライアンス方針」とは、企業自身が定める、コンプライアンス上の基本原則を
指す。企業によっては「倫理方針」などの名称のこともある。 



























                                                          
3 企業によっては、「経営ビジョン」や「ミッション」と呼ぶこともある。 












































































































































ては、第 5 節第 2 項の「教育・研修の実施」で詳しく述べる。 
 
５ コンプライアンス活動の Do（実行） 
 






































































































































                                                          
4 髙巖（2010a）p.64。 
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